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早稲田大学学事顧問・名誉教授

白井克彦
社会や地域が
求める人材を育てる

世の中をつくるのは
エリートだけではない

長田　４年制大学への進学率は年々
上昇を続けており、進学者の約８割
が私立大学に通っています。まず、こ
のような現状をどのようにとらえてい
らっしゃいますか。
白井学事顧問（以下白井）　進学率が
これだけ高くなった原因は、いろいろ
と考えられます。知識基盤社会にな
り、高等教育や学歴が必要になってき
たこと。また、高卒では就職しにくく
なったという現実もあります。とりあえ
ず 4 年制大学に入れば、就職の条件
はみな平等になり、どんな企業にも挑
戦できる時代になりました。
　大学進学率が 1 割だった時代、大
学は社会のリーダーを養成する場でし
た。今は誰もが進学するようになり、
大学そのものも多様化しています。そ
の中で大学進学者の 8割を引き受ける
私立大学は、どのような人材を育てれ
ばよいのかを考える必要があります。
長田　大学生にとって就職は大きな
関門ですが、どんな人材が求められて
いるとお考えですか。
白井　企業は「一般的教養も専門知識
も持っていてほしい」「コミュニケーショ
ン能力も必要だ」「入社後すぐに戦力に
ならなければ困る」など、非常にレベ
ルの高い要求をしてきます。
　大学で、そのような人材を育てられ
ているかというと、必ずしも実現はで
きていません。ひと昔前なら、入社し
た後に企業内で教育してもらえました
が、今は企業側にそうした余裕がなく
なっています。
　一般的には「グローバルな時代なの
で、英語が話せて世界にチャレンジで

きる人材が必要」と言われます。しか
し実際には、英語を日常的に使う仕事
は、それほど多くありません。一部の
大学では徹底的なグローバル教育が
必要でしょうが、大学によって集まる
学生も違えば、教育の目的も違いま
す。地域の環境や社会的要求を受け
止め、どの部分を満たしていけばよい
か、それぞれに考えなくてはなりませ
ん。

長田　中教審では、大学教育の質の
保証が議論されていますが、それにつ
いてはどうお考えですか。
白井　学士力の問題や、教育プログラ
ムの議論はなかなか収束しません。大
学において高度な学問研究の場をつく
ることは重要ですが、それが社会で
役立つかというと、そうではないこと
も多いからです。
　また、授業に学生からの評価を取り
入れるべきだという考え方もあります。
正直に言えば、学生個人が批判や評
価をしたところで、あまり役に立たな
いというのが私の考えです。感想や希
望を言うことについて否定はしません
が、個々の意見は決定権を持つような
ものではありません。
　ただ、学生もさまざまな場所に参加
して、教員とは違った視点で発言する
チャンスがあるといい。大学院生が後
輩を指導したり、学内広報誌や学内ボ
ランティアなど、自由に意見を言える
場所に参加するなどです。そこでは授
業批判ではなく、大学の質を高めるこ
とを議論してほしい。大学側もその議
論に向き合う必要があるでしょう。

　最終的に、学生は社会に出ていきま
す。そして社会には、さまざまな価値
観があり変化に富んでいます。この多
様な社会に対応するには、どうすれば
よいか。もちろん、語学や読み書き、
数学など、最低レベルの教養は必要
ですが、それだけでは足りません。
　これからの私立大学は、強く社会を
意識した教育を行うべきです。そして
学生には社会で必要な知識や技術を、
身に付けてもらいたい。
　中でも、日本の一番大きな課題は、
急激に進む高齢化社会にどう対応する
かでしょう。「資源」「エネルギー」「環
境」など、ほかにもさまざまな課題があ
りますが、これらに対し、確固たるイ
メージを持って動ける人材を育成する。
それが、私立大学全体としての大きな
目標です。大学によって差はあってい
い。いずれにせよ、日本が沈没しない
よう、社会問題を前向きにとらえる力
を学生に養わせてほしいと思います。
長田　大勢の人を受け入れる私立大
学だからこそ、社会への責任があると
いうことですか。
白井　そうです。例えばエリート大学
の学生は、将来責任ある立場に就く可
能性が高い。しかし、世の中をつくっ
ていくのは、エリートやリーダーだけで
はありません。一人ひとり、すべての
人に責任がある。そこを理解しない
と、社会は幸せなものになりません。
　大学が、社会を見据えた教育を行え
ば、学生は高齢化や財政やエネルギー
問題の現実を知ります。そこから社会
的な意識が必ず育っていくでしょう。
日本をより良い国、おもしろい国にして
いくには、社会の状況についてのコン
センサスを学生に持たせることが、重
要なのではないかと思います。

大学も企業も
もっと自由になれ

長田　実際に学生は社会とどうかか
わっていけばよいとお考えですか。
白井　社会と大学との接点は、できる
だけたくさんあるほうがいいと思いま
す。大学側ができることの一つは、企
業と一緒に教育プログラムを組むこと。
テーマを明確にし、最後は社長や重役
の前で発表させるなどのプレッシャー
を学生に与えて、本気で取り組ませる。
　また、長期休暇には、国内外で職
業訓練を受けることを勧めたいです
ね。観光旅行もいいけれど、社会で
必要な技術や知識のトレーニングを受
けてほしい。あるいは、大学で 2、3
年学んだら、企業で 1 年研修し、再
び大学に戻って学ぶのもいいでしょう。
ただし、これは企業にも組織的に動い
てもらわなければなりませんね。
長田　社会も企業も大学も、それぞれ
が変わっていかなければならない問
題です。ドラスティックな変化は難し
いのではないでしょうか。
白井　もっと自由に考えればいいんで
すよ。在学中に 1 年間留学する人はた

くさんいるのだから、同じように1年間
の企業研修があってもいいじゃないで
すか。私の意見は少々極端ですが、
柔軟に考えたらいいのです。
　就職の問題については経団連にも提
案しているところです。今は、3 年生
になると一斉に就職活動が始まりま
す。これでは大学で勉強をしように
も、学生は「心ここにあらず」になって
しまう。就職活動は 4 年生に限定し、
その代わりに大学でも社会訓練をしっ
かり行う。
　繰り返しますが、私立大学は社会を
しっかり見据えた人間を育てる場所で
す。さまざまな幅はあったとしても、
意識の高い人間を育てていく使命があ
ります。そして意識というのは、教室
だけで育つものではありません。社会
全体で教育したほうがよいのです。
　学生が地域社会で働けるシステムを
つくるのは、それほど難しくないでしょ
う。海外の事例もたくさんありますが、
我々は日本でできる方法を考えればい
い。できるところから始めればいいの
です。そういう意味で、2011年度は
「企業と大学の関係が変わる年」、そ
の元年になればいいと思います。
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